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鈴木 惇(東北大 ･農 )･頚山杉夫 (関
西医大)
ニホンザルの骨格筋線維は､酵素如拙化学的に
I型.IA型､皿B型の3種類に大別されている｡
I型筋線維は､収縮が遅いが姿勢保持に正要な役
割を担う｡丑A型筋線維は､収縮が速く長時間の
運動に適応している｡皿B型筋線維は収縮が速い
が､疲労しやすい｡ニホンザルの大腿部では､膝
関節を伸展して保持する大腿四頭筋の深部と大腿
骨を内転して保持する長内転筋と恥骨筋に､I型
筋線維が多く分布することを明らかにしてきた｡
今回は､足根関節を伸展する下腿三頭筋および足
底筋における筋線維型の分布について調べた｡
3頭のニホンザルから排腹筋､ヒラメ筋､足底
筋の中央部で筋の杭断面全体を観察できろように
材料を取った｡組織化学的ミオシンATPアーゼ
反応とNADH脱水素酵素活性の強弱により､筋
線維型を分類した｡アルカ1)処理後のミオシンA
TPアーゼ反応が弱い筋線維をⅠ型とし､その反
応が強い筋線維を皿型とした｡さらに､A型筋線
維をNADH脱水素酵素活性の高い皿A型と活性
の弱いIB型に分類した｡
誹腹筋の外側頭と円側頭における筋線維型の分
布には違いがなかった｡T型筋線維は､頭方では
34.0%と尾方 (13.6%)よりも多く分布していた｡
AB型は､頭方(42.80/0)よりも尾方(61.10/o)
に多く分布する｡皿A型は約25.0%で筋全肘 こ一
様に分布していた｡ヒラメ筋では､l型筋線維が
88.60/Oと大部分を占め､丑A型は16.40/0､1B型
筋線維は存在しなかった｡足底筋では､l型筋線
維が18.70/O､孔A型は25.40/O､皿B型が55B0/Oで
あり､筋線維型構成は排腹筋と似ている｡T型筋
線維が多いヒラメ筋は､足根関節を伸展保持する
のによく適した筋線維型構成を成す｡耕脱肪およ
び足底筋は､敏速な動きに適した筋線維型の梢成
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